
防犯優良マンション認定制度について

防犯優良マンションの基準の抜粋
○共用部分
・共用玄関は、見通しが確保された位置に配置。
・共用玄関には、オートロックシステムを設置。
・エレベーターホールは、共用玄関又は管理人室等からの見通しを確保。
・エレベーターかご内には、防犯カメラ（画角C：人物の胸部から上が画面全体を占める大きさ）を設置。
・共用玄関、共用玄関の存する階のエレベーターホール及び共用メールコーナーの照明設備は、50ルクス以上の照度を確保。
・共用廊下及び共用階段は、乗り越え等による侵入が困難な構造。
・共用廊下及び共用階段の照明設備は、20ルクス以上の照度を確保。
・塀、柵又は垣等を設置する場合は、周囲の死角の原因及び住戸の窓等への侵入の足場とならないもの。
・防犯カメラを設置する場合は、見通しの補完、犯意の抑制等の観点から有効な位置、台数等を適切に配置。

○専用部分
・住戸の玄関は、防犯建物部品等の扉及び錠を設置。
・住戸の玄関扉は、ドアスコープその他外部の来訪者を確認できるものを設置。
・住戸内には、住戸玄関の外側との間で通話が可能な機能等を有するインターホンを設置。
・共用廊下に面する住戸の窓は、防犯建物部品等のサッシ及びガラス、面格子その他の建具を設置。
・住戸のバルコニーは、縦樋、階段の手摺等を利用した侵入が困難な位置に配置。

防犯優良マンション標準認定基準に基づいたインターホン・監視カメラ設備の設置基準
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公園
共用玄関には、オートロックシス
テムを備えた玄関扉及びその
玄関扉を通過する人物を写す
防犯カメラ（画角B：画面全体に
人物の全身が写る大きさ）が設
置されていること。（必須事項）

インターホンは、管理人室を設
置する場合にあっては、住戸内
と管理人室との間で通話が可
能な機能等を有していること。
（推薦事項）

エレベーターかご内には、防犯
カメラ（画角C：人物の胸部から
上が画面全体を占める大きさ）
が設置されていること。
（必須事項）

駐車場の出入り口には、そ
こを通過する車両及び人
物を写す防犯カメラ（画角
B：画面全体に人物の全身
が写る大きさ）が設置され
ていること。
（必須事項）

記録装置と一体化したシステム
として構成されること。
見通しの補完、犯意の抑制等の
観点から有効な位置に必要な台
数が配置されていること。
（必須事項）

住戸内には、住戸玄関の外側との間で通話が
可能な機能等を有するインターホン又はドア
ホンが設置されていること。（必須事項）
インターホンは、住戸内と共用玄関の外側との
間で通話が可能な機能及び共用玄関扉の錠を
住戸内から解錠する機能を有していること。
（必須事項）
インターホンは、共用玄関に設置された専用カ
メラの映像を写すモニター機能を有している
こと。（推薦事項）
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